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クラウド環境の品質をユーザ視点で
監視 

１ 



© Hitachi, Ltd. 2011. All rights reserved. 

クラウドへの流れ 

3 

１-１． 

現状システムを無駄のないシステムに 最適なＩＴ環境 

の実現へ 

データセンタ 

管理者Ｘ 

部門Ａ 部門Ｂ 

部門Ｃ 部門Ｄ 

部門Ａ 

管理者Ａ 

部門Ｂ 

管理者Ｂ 

管理者Ｃ 

部門Ｃ 

管理者Ｄ 

部門Ｄ 

サイロ化 

センタ 
集約 

部門Ａ 

部門Ｃ 

部門Ｂ 

部門Ｄ 

少数サーバの運用でコストを削減 
サーバ 
統合 

部門Ａ 部門Ｂ 

部門Ｃ 

リソースプール 

部門Ｄ 

流動的、柔軟にリソースを有効活用し、コストを最適化 

プライベート 
クラウド 

BCP・コスト削減の観点で 
システムをパブリッククラウドに 
移行するケースもあります。 
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こんなクラウド管理者は失格！ 

4 

１-２． 

Webページの表示が 
遅いなぁ 

ユーザからクレームが 
来たから 

対処しなきゃ 

利用者 

管理者 

クラウドサービス 

管理者失格！ 
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では、しきい値監視をすればいい? 

5 

１-３． 

しきい値を越えたから 
Webサーバを増やそう 

管理者 

クラウドサービス 

応答時間  

時間 

Webページ 
応答時間監視ツール 

しきい値 

利用者の不満は 
消えません。 
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クラウド環境の運用管理での課題 

6 

１-４． 

● システム構成が複雑で状況把握に時間がかかる 

● 仮想マシン同士の因果関係の考慮も必要 

● 仮想化層の状況把握も必要で、従来より工数が増える 

● ユーザのクレームで問題を把握する 

● 利用者視点に対するサービス提供の意識が不可欠 
 

● サービス利用者視点でのサービス安定稼働が必要 

クラウド環境の運用管理での課題 

運用管理製品に求められる機能 
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サービスレベル管理の必要性 

7 

システムのコンポートネントを
個々に監視するのは大変。 

サービス自体を監視し、サービス
レベルを見える化。 
システム全体のサービスレベル
維持が簡単に。 
 

 

Before After 

ＡＰ 

サーバ アプリケーション ネットワーク 

個々の監視も重要だが、   
それだけでは問題解決に  
時間がかかる 

個々の稼働状況
を監視 

ＡＰ 

サービス 

サービスレベルの 
見える化で、問題や 
影響度がすぐわかる！ 

サービスレベル 
で監視 

課題 
システムのコンポーネントを個々に監視すると、状況把握に手間がかかっ
てしまう。 

１-５． 
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サービスレベル管理の必要性 

8 

課題 
システムのコンポーネントを個々に監視すると、状況把握に手間がかかっ
てしまう。 

１-５． 

ＡＰ 

管理者 

利用者 

システムのコンポートネントを
個々に監視するのは大変。 

サービス自体を監視し、サービス
レベルを見える化。 
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<ホーム画面> 

<リアルタイム監視画面> 

現在のサービスレベルをひと目で把握 

サービス状態をリアルタイムに表示 

JP1/ITSLMでWebシステムにおけるサービスレベルの見える化を 

実現。サービス利用者視点で、サービスを品質を監視できます。 

JP1が 
解決! 

サービスレベルの見える化 

9 
サービス管理者 

顧客満足度を 
把握できる！ 

１-６． 

JP1/ITSLM:JP1/IT Service Level Management 
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※ 応答性能以外にも、スループットやエラー率などにも対応 

サービスレベルの 
最新状況を把握 

月次など一定期間の 
SLO評価結果を確認 

<リアルタイム監視画面> <レポート画面> 

サービス利用者 

サービス 

利用者の実際の 
アクセスを収集・分析 

JP1/ITSＬM  

サービス利用者の実際のアクセスを収集・分析し、サービスレベルの
評価指標(SLO)を監視します。 

SLO:Service Level Objective  

JP1が 
解決! 

サービスレベルの維持・向上を支援 

10 

サービスレベル評価に加え、サービス利用者
視点から、本当に必要となるリソースを把握す
ることで、システム改善としても利用できる！ 

サービス管理者 

１-７． 
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# 監視項目 概要 イメージ図 

1 傾向監視 直近の状態(傾向)から将来の予測値がしきい値を超
えるサービスを検知。 

⇒しきい値を越える可能性のあるサービスを
検知 
 

2 外れ値検知 直近の状態(値)が、過去の状態(値)と比べて、外れ
ているサービスを検知。 

⇒いつもと違うサービス状態を検知 
 

3 外れ値検知 
＋ 

相関関係 

外れ値検知に加え、直近の状態(値)が、過去の応答
時間とスループットとの相関関係と比べて、外れてい
るサービスを検知。 

⇒いつもと違うシステム状態を検知 

しきい値

時刻

応
答
時
間

直近データ

傾向
検知

応
答

時
間

時刻

直近データ

過去の
正常範囲 外れ値

検知

応
答

時
間

スループット

過去の
正常範囲

直近データ

外れ値
検知

サイレント障害を実現する予兆検知機能 

11 

   様々な分析手法で、サービスの異常をいち早く検知でき、利用者が異常を検知
する前に対処に着手することができます。 

１-８． 
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<リアルタイム監視画面> 

「今」を分析するストリームデータ処理技術の応用により、大量の監視データを
リアルタイムに分析、いち早く問題を検知します。 

JP1の予兆検知はここがスゴイ！ 

データの傾向からいつも（正常時）と違う予兆をリアルタイムに検知し、 

問題が発生する前に対処できます。 

応答時間  

現在の値 

時間 

しきい値 
検知 

外れ値検知 
（予兆検知） 

SLOしきい値 

ベースライン 

正常範囲 
（ベースラインから 

算出） 

<リアルタイム監視画面> 

<ホーム画面> 

過去の情報（ベースライン）と比較して 

いつもと違う傾向を検知 （外れ値検知） 

しきい値検知より早く 

予兆の検知が可能 

JP1が 
解決! 

サイレント障害の予兆検知 

12 

サービス管理者 

対策までの時間を 
大幅に短縮！ 

障害を未然に防止！ 

１-９． 
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手順の見える化 

２ 
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作業をするときの問題点 

メインの管理者が 
今日は休みだ 

サブ管理者は経験が浅いので 
不安だ 

手順書が見当たらない・・・ 昔担当していたけど 
今は手順が変わっていそう 

２-１． 
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業務フロー領域： 
作業の手順をフローチャートで表示 
⇒適切な業務やシステムへ誘導 

ガイド領域： 
業務に必要な情報を 
ガイダンス表示 
⇒操作や応対に迷わない 

15 

作業手順の見える化 

作業手順をフローチャートで「見える化」し、「どこから、どの順で、何をすれば 
いいのか」がわかります。 
手順に従い操作をすることで、ミスを軽減できます。 

 uCosminexus Navigation Platform 

２-２． 
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作業手順の見える化～特長１～ 

16 

知識・ノウハウを反映した業務の手順を簡単に設計・開発できます。 

Flow Guide 

text 

Link 

text 

プロセスの追加・変更は、ＧＵＩ
を使って容易に編集可能 

GUIを使い、知識・ノウハウを反映した業務の手順を簡単に設計・開発できます。 

２-３． 
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作業手順の見える化～特長２～ 

17 

利用者は、作業手順に沿って複数のシステムを使いこなすことができます。 

HITACHI   BLOG

日　 月　火　水　木　金　土

　　　　　　　　    1　2
  3　4　5　6　7　8　9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31　

海・旅・美味い物

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

2006年9 月

HITACHI Net Shopp ing

URLリンク 

入力欄 

表示文字列 

HITACHI Net Shopp ing

インライン 
フレーム 

システムＡ 

システムＢ 

システムＣ 

参照 

データ 
受け渡し 

画面 
取り込み 

フローの隣に実際の画面を取り込んだり、操作画面を呼び出したりできるため、 
手順を間違えることなく、操作ができます。 

２-３． 
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適用後 

Ｗｅｂ画面の指示に従うことで 
業務フローを確実に実行 

ミスや作業時間を軽減 

システムの運用・保守業務への適用例 

18 

適用前 
システム変更は 
どうすればいいんだっけ？ 

仮想マシンの作成は 
Ｗｅｂ画面からか・・・ 
誰かやり方知ってる？ 

手順書はどこかなぁ? 

利用者 

システム提供者 

経営者 

： 画面に従えば例外時も迷わずに対処できる 

： 自動化できない手順を形式化できる 

： ミスを減らして損失を軽減できる 

効果 

自動化できないテクニカルなノウハウを業務フローの中に形式化して 
確実に実行することで、ミスの軽減を実現できます。 

２-４． 

JP1版を12末出荷 
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クラウド環境の監視 

３ 
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ハイパーバイザが混在している場合の構成管理 

Hyper-V Hyper-V VMware VMware 

Xen Desktop Win SV/Linux VMware View Win SV/Linux 

JP1/IM-SCVMM ｖSphere 

Before 

３-１． 

ハイパーバイザーが混在している場合、基本的にはそれぞれの専門管理 
ツールにて仮想環境を管理することになり、構成の把握など管理が大変に 
なります。 

JP1/IM - SCVMM ： JP1/Integrated Management - System Center Virtual Machine Manager 



© Hitachi, Ltd. 2011. All rights reserved. 

After 

21 

ハイパーバイザが混在している場合の構成管理 

Hyper-V Hyper-V VMware VMware Windows UNIX/Linux 

Xen Desktop Win SV/Linux VMware View Win SV/Linux 

JP1/IM 

JP1/IM 

JP1/IM-SCVMM 

３-１． 

JP1/IMを使うと、ハイパーバイザーが混在し、仮想化されていないサーバも 
含まれる環境の構成変更を一元管理でき、管理者の工数を削減できます。 

ｖSphere 
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JP1/IMによるビジュアル監視 

22 
サーバA サーバB サーバC 

リソース 
不足 

Hyper-V 

上位伝播 

ビジュアル監視画面 
のアイコンも変化 

障害個所 

運用管理者 

発生した事象をビジュアル画面での色の変化で知ることができ、直感的に事象が発生
した場所やシステムを認識できます。 

VMware 

Hyper-Vで稼働している仮想マシン「PV01」にて障害が発生 

Hyper-VとVMwareの   
構成情報を同時に表示  

３-２． 
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エージェントレス監視 

23 

エージェントレス 

監視対象にエージェント製品を入れずにリソース・ログ監視が可能になるため、 

保守工数を削減できます。 

エージェントレス監視製品 
（ リソース・プロセス監視 ) 

仮想環境監視製品 
（ハイパーバイザ監視） 

稼働  
情報  

仮想環境 物理サーバ 仮想マシン 

追加 
サーバ 

増設 
仮想マシン１ 仮想マシン３ 仮想マシン２ 

ログ監視製品 

応答時間監視製品 
（インターネットサービス監視） 

３-３． 

JP1/IM画面 JP1/PFM画面 

JP1/PFM : JP1/Performance Management 
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エージェント製品との差異 

24 

両方の監視方法を組み合わせて 

最適なシステム監視を実現!!! 

多くの監視項目 

重要な監視項目のみ 

(CPU/メモリ/ディスク/ネットワーク
/プロセス死活) 

監視項目 

稼働情報を収集可能 稼働情報を収集不可 ネットワーク切断時 

必要 不要 
監視対象サーバへの 

インストール作業 

エージェント型 エージェントレス型 

エージェントごとに必要 一括 バックアップ時の操作 

重要なサーバを監視 

・導入/変更作業の削減 

・全体最適化 

・サーバへのソフトウェア導入が難
しい時 

こんな時に… 

３-４． 
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仮想環境における性能チェックポイント 

25 

３-５． 

CPU性能 

メモリ性能 

I/O性能 

 
 
 

仮想マシンの要求量より割り当てられた量が少ないと 
性能不足が発生している 

オーバーコミットの設定時、仮想マシンの総メモリ量が物理 
メモリ量を越えた場合、スワップが発生し、性能劣化を 
引き起こす 
 

仮想環境管理ソフトの制御で自動的に仮想マシンを移動する 
場合、I/O性能が考慮されておらず、移動先でI/Oが多発し 
性能劣化を引き落とす 
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クラウド環境の構成変更 

４ 
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クラウド環境での管理の課題 

27 

インフラ管理者 

管理ツール 
（Virtage） 

手作業 

複数ツール併用しての 
リソースプール運用は 

大変・・・ 

サーバ台数を見直すように 
指示されたが 

今後の使用量が分からない・・・ 

システム変更時の 
影響範囲の調査が 

大変な上、見落としも・・・ 

リソースプール 

リソース追加・変更による 
インストールや 

設定作業が膨大・・・ 

管理ツール 
（Hyper-V） 

管理ツール 
（VMware） 

現在 

？ 

４-１． 
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リソース利用のサイクル全体を支援 

28 

４-２． 

ITリソース JP1/ITRM 

仮想マシン1 

仮想マシン2 

仮想マシン3 

ITリソース管理者 •OS種別 

•CPU数 

•メモリサイズ など 

①空きリソースの検索 
④使用実績の確認 
と見直し 

④使用実績の 
確認と見直し 

物理サーバ1 

物理サーバn 

・・・ 

①検索 

②リソースの予約 

②予約 

マイグレーションやチューニング 

JP1/ITRM ： JP1/IT Resource Management - Manager 

エージェントレスで社内ＩＴリソースを一括管理 
導入の手間なしでプライベートクラウド運用を実現 

ＪＰ１で 

解決! 

プロビジョニングも 
自動実行 

③配備 

③サーバの配備 
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仮想/物理混在環境を統合管理 

29 

４-３． 

ＶＭｗａｒｅ 
Ｈｙｐｅｒ-Ｖ 
Ｖｉｒｔａｇｅ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ 
ＵＮＩＸ 
Ｌｉｎｕｘ 

仮想化、 
非仮想化 

統一したオペレーション ITリソース 

ブレードサーバ ストレージ/ ＳＡＮ※1  

ＵＮＩＸ/Ｌｉｎｕｘサーバ 

ＩＰスイッチ※1 

Ｗｉｎｄｏｗｓ サーバ 

ＶＭｗａｒｅ ＥＳＸ 

Ｈｙｐｅｒ-Ｖ 

Ｖｉｒｔａｇｅ 

仮想マシン 

※1 自動検出と稼働状況の確認のみサポート。 

異なるＯＳの 
混在にも対応 

仮想化、非仮想化 
混在にも対応 

マイグレーションなどが 
ＶＭｗａｒｅもＨｙｐｅｒ-ＶもVirtageも 

同じ操作で実現 

さまざまな種類の物理サーバや仮想マシンが 
混在した環境を、統一したオペレーションで管理 

ＪＰ１で 

解決! 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｌｉｎｕｘ、ＵＮＩＸなどのさまざまなＯＳに対応 

 仮想環境はＶＭｗａｒｅ、Ｈｙｐｅｒ-Ｖ、Ｖｉｒｔａｇｅ に対応 
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トポロジーマップでITリソースを一元管理 

30 

仮想化ソフトウェアと 
仮想マシンの 
関連付けもひと目で把握 

ITリソースの構成要素のトポロジー表示 

選択したITリソースの詳細情報を表示 

クラウド環境を構成する仮想サーバ、ネットワーク器機、ストレージの構成・ 
接続状況をトポロジー表示でき、障害時の影響範囲の確認も簡単にできます。 

リソース管理画面の例 

４-４． 
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まとめ 

５ 
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モニタリングの視点 

サービス視点で 
監視 

ＪＰ１/ＩＴＳＬＭ 

業務システム 

業務システム視点で 
監視 

ＪＰ１/ＩＴＲＭ ＩＴリソース 物理リソース視点で 
監視 

Webサーバ APサーバ DBサーバ 

OS 

ＪＰ１/ＰＦＭ 
ＪＰ１/ＩＭ 

サービス管理者 

業務システム管理者 

インフラ管理者 

サービスレベル 

Bladeｻｰﾊﾞ ｽﾄﾚｰｼﾞ Windows/Linux 
ｻｰﾊﾞ 

IPｽｲｯﾁ 

JP1/ITSLMで捉えた異常を契機にJP1製品群で原因究明・対処ができます。 

各層ごとに管理者を設け、それぞれの管理者が担当部分を監視することができます。 

マルチテナント機能により、各層を業務・利用者ごとに分けての管理もできます。 

まとめ 
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他社商品名、商標等の引用に関する表示 
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•UNIXは、X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。 

•VERITAS NetBackupは，米国及びその他の国での米国Symantec Corporationの商標です。  
•VMwareおよびESXは，VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。  
•Windows、Windows Server、Hyper-Vは米国他の国での米国Microsoft Corporation の商標です。  
 

 
その他記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 






